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昨
年
は
、
民
生
委
員
制
度
一
〇
〇
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま

し
た
。
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
（
全
民
児
連
）
の
一
〇
〇
周
年
記
念

大
会
が
、
七
月
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
東
京
都
の
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
全
国
一
万
人
の
委
員
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
（
県
民
児
連
）
記
念
大

会
も
、
十
一
月
に
県
立
音
楽
堂
で
一
、

二
〇
〇
余
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
こ
れ
か
ら
の
新
た

な
活
動
の
歩
み
に
向
け
た
「
ス
ロ
ー
ガ

ン
」
を
決
定
し
、
い
く
つ
か
の
関
連
事

業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
先
達

の
「
熱
い
思
い
」
と
「
努
力
」
に
触
れ

る
機
会
を
得
て
、
あ
ら
た
め
て
一
〇
〇

年
と
い
う
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
こ
の
制
度
と
活
動
を
次
代
へ
つ

な
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
全
民
児
連
で
は

「
支
え
合
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域

か
ら
」
が
、
県
民
児
連
で
は
「
助
け
合

う　

心
で
つ
な
ご
う　

地
域
の
未
来
」

が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て

「
一
〇
〇
周
年
活
動
強
化
方
策
」
も
全

民
児
連
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
重

点
項
目
の
三
つ
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

・
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
の
力
を
高

め
る
た
め
に

・
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
人
々
を

支
え
る
た
め
に

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を
守

り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

　

こ
れ
ら
は
、
希
薄
化
し
て
い
る
人
と

人
の
つ
な
が
り
や
、
ま
す
ま
す
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
る
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
応
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
示
し
た
も
の
で
す
。

　

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
は
、
未
来
に
向
け
、
地
域
で
活
動
を

展
開
し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
、

関
係
機
関
・
団
体
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
な
お
一
層
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
次
代
を
担
う

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
後
継
者
が
各

地
域
で
生
ま
れ
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
す
。

※本誌は、「障がい者」と表記していますが、法律名や固有名詞は、そのまま記載しています。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人
愛
を

も
っ
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
地
域

社
会
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意
を

も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

相
談
に
応
じ
、
自
立
の
援
助
に

努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ
て
の

人
々
と
協
力
し
、
明
朗
で
健
全
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に
公
正

を
旨
と
し
、
人
格
と
識
見
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
一
〇
〇
周
年
に
よ
せ
て

野
々
市
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
会
　
長
　
前
川
　
一
夫

民生委員制度創設100周年記念石川大会　11月8日

商工会青年部住宅修繕（障子張替）事業に協力
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福
祉
委
員
会
活
動
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、四
つ
の
福
祉
委
員
会
に
分
か
れ
、学
び
、活
動
を
し
て
い
ま
す
。

児童福祉委員会

障害者福祉委員会

生活福祉委員会

高齢者福祉委員会

本町地区 民児協 富奥地区 民児協 郷地区・押野地区 民児協

左   6月22日

左   5月22日

左   9月14日

左   4月27日

生活保護制度について
講師：市福祉総務課　池多主査

野々市市の高齢者施策の現状
講師：市地域包括支援センター　古谷次長

青少年問題について
講師：石川県警　岡崎純孝 氏

障害者と障害者差別解消法の
理解のために
講師：東　伸明 相談役

生活困窮者自立支援事業と
生活福祉資金貸付
講師：市社会福祉協議会　藤田主事

高齢者登録制度：関連サービス
講師：市地域包括支援センター　古谷次長

地域の児童・少年問題の
具体的事例と対応事例
講師：市教育センター

第15回 野々市市障害者スポーツ交流大会

右 11月22日

右   7月20日

右 11月22日

右 10月22日

本 町 地 区
富 奥 地 区
郷地区・押野地区

１０月３０日
１１月２７日
１１月１８日

民生委員活動についてグループワーク
日頃の活動と見守りグループワーク
「クレーマーの対応について」講演

各地区民児協研修会
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組織的活動の強化・推進期
1973－1990

「福祉元年」を政府が宣言した1973
年(昭和48年)は、オイルショックが
発生し、インフレ不況をまねき高度
経済成長の終わりを告げた。厳しい
財政下、福祉予算の確保も厳しく、
在宅福祉に重点が置かれ、地域の
ネットワークづくり、福祉のまちづ
くりが進められた。これに伴い、民
生委員活動も個人の活動から協働、
連携など組織的活動に移行した。

多様化する民生委員活動
1990－2017

生活スタイル、価値観の多様化、人間関係の希薄化、超高齢化、核家族化、
生活困窮者増加など地域社会の問題点が多様化した。これらにより、行政主
導福祉の限界となり、福祉３プラン（ゴールド・エンジェル・障害者プラ
ン）が示された。これらは、福祉が措置制度から民営化され、一部の人から
全員が受ける福祉に大きく移行し、支え合う地域社会形成が進められた。と
くに介護保険制度が導入された2000年から、高齢者福祉の民営化が急速に進
んだ。今後は、地域福祉を考える上で、対象者別の縦割りから「我が事・丸
ごと」のスローガンが示され、地域共生社会の実現に向けて新たな100年を歩
み出しています。

民生委員活動は、時代とともに変遷してきました。中でも戦争、自然災害、経済恐慌などは、大き
な社会不安を引き起こし、国民生活に大きな影響を与えて来ました。民生委員は、これらの人々に
向き合い、寄り添って来ました。このことが多くの人に受け入れられたからこそ、100周年を迎え
ることができたものと思います。これまでの活動の歴史を５期に分けて振り返ってみました。

主
任
児
童
制
度
創
設
70
周
年

制
定100

周
年（100

周
年
活
動
強
化
方
策
策
定
）

市
制
に
よ
り
４
地
区
単
位
民
児
協
発
足（
野
々
市
）

制
定
90
周
年（
90
周
年
活
動
強
化
方
策
策
定
）

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
全
国
展
開

野
々
市
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞（
野
々
市
）

民
生
委
員
法
改
正

制
定
80
周
年（
80
周
年
活
動
強
化
方
策
策
定
）

主
任
児
童
委
員
創
設

石
川
県
民
生
委
員
制
度
70
周
年
記
念
大
会
開
催

石
川
郡
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
発
足

石
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
結
成

制
定
70
周
年（
70
周
年
活
動
強
化
方
策
策
定
）

制
定
60
周
年（
60
周
年
活
動
強
化
方
策
策
定
）

居
宅
ね
た
き
り
老
人
の
実
態
調
査
実
施

社
会
福
祉
法
改
正

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

熊
本
地
震

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行

障
害
者
権
利
条
約
批
准
（
国
連
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
・
生
活
保
護
法
一
部
改
正

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
成
立

障
害
者
総
合
支
援
法
施
行

障
害
者
虐
待
防
止
法
施
行

東
日
本
大
震
災

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
世
界
同
時
不
況

新
潟
県
中
越
沖
地
震

障
害
者
自
立
支
援
法
公
布

児
童
福
祉
法
改
正

新
潟
県
中
越
地
震

児
童
虐
待
防
止
法
公
布

介
護
保
険
制
度
施
行

阪
神
・
淡
路
大
震
災

バ
ブ
ル
崩
壊

国
際
障
害
者
年

国
際
児
童
年

国
際
婦
人
年

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

万
国
博
覧
会
開
催
（
大
阪
）

2013201320132012201120082007
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1990
平2

1989
平元

1987
昭62

1977
昭52
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平29
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平29
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平　成

写真：全国民生委員児童委員連合会発行「地域とともに」、「ひろば」より



5 民児協だより

制度創設期
1916－1928

明治維新以来、富国強兵、産
業優先などの政策により、生
活困窮者、劣悪な就労環境生
活者が増加した。このような
中、大正天皇から御下問を受
けた笠井信一岡山県知事は、
極貧の実態調査を行い、顧問
の人材発掘、防貧活動、住民
の自立支援のため済世顧問制
度を創設した。

方面委員制度の
統一・発展期
1928－1945

1932年方面委員制度が全国
に普及し、全国日本方面委
員連盟が発足した。1936年
方面委員令公布により全国
統一委員制度となった。戦
時下での活動は、父親が出
征した家族や戦死者遺族、
孤児の健全育成など人々に
寄り添い支援を行った。

民生委員児童委員制度への転換期
1945－1973

方面委員から民生委員へ、活動も貧困者対応
から児童、母子、高齢者福祉など家庭上の諸
問題等福祉増進に転換された。また、1964年
東京オリンピックが開催され、高度経済成長
期を迎え、産業構造の変化、人の都市集中、
家族形態の変化などにより福祉ニーズの拡大
が起こる。民生委員制度創設50周年時に「在
宅ねたきり老人実態調査」を行うとともに、
10年ごとに「活動強化方策」を定め、時代に
即した方向性が示している。

制
定
50
周
年（
50
周
年
活
動
強
化
要
綱
策
定
）

石
川
郡
野
々
市
町
心
配
ご
と
相
談
所
野
々
市
町
役
場
に
開
設（
野
々
市
）

国
民
皆
年
金
・
皆
保
険
制
度
発
足

心
配
ご
と
相
談
事
業
に
国
庫
補
助

石
川
県
民
生
委
員
制
度
30
周
年
記
念
大
会
開
催

民
生
委
員
信
条
制
定

民
生
委
員
法
公
布

民
生
委
員
の
児
童
委
員
兼
任

民
生
委
員
令
公
布

石
川
県
方
面
委
員
制
度
20
周
年
記
念
式
挙
行

野
々
市
町
隣
保
館
開
設（
野
々
市
町
方
面
委
員
部
）

方
面
委
員
令
公
布

野
々
市
町
方
面
委
員
設
置（
野
々
市
）

全
国
方
面
委
員
連
盟
発
足

富
奥
村
方
面
委
員
設
置（
野
々
市
）

東
京
方
面
委
員
設
置

大
阪
方
面
委
員
設
置

岡
山
済
世
顧
問
設
置

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

母
子
福
祉
法
施
行

老
人
福
祉
法
制
定

精
神
薄
弱
（
知
的
障
害
）
者
福
祉
法
公
布

社
会
福
祉
事
業
法
公
布

精
神
衛
生
法
・
新
生
活
保
護
法
公
布

児
童
福
祉
法
公
布

生
活
保
護
法
公
布

日
本
国
憲
法
公
布

身
体
障
害
者
福
祉
法
公
布

第
２
次
世
界
大
戦
終
結

第
２
次
世
界
大
戦
勃
発

盧
溝
橋
事
件
日
中
戦
争
勃
発

三
陸
地
震
大
津
波

世
界
恐
慌
始
ま
る

関
東
大
震
災

大
戦
後
恐
慌
（
株
式
暴
落
）

第
１
次
世
界
大
戦
終
結

米
騒
動
（
富
山
）

第
１
次
世
界
大
戦
勃
発

日
露
戦
争

明
治
三
陸
大
津
波

日
清
戦
争

1962
昭37

1961
昭36

1960
昭35

1948
昭23

1951
昭26

1947
昭22

1942
昭17

1932
昭7

1920
大9

1951
昭26

1946
昭21

1940
昭15

1931
昭6

1918
大7

1936
昭11

1928
昭3

1917
大6

1967
昭42

1964196419631960195119501947194619201904 194619231914 194519181896 194519181894 1939193719331929

地域とともに

民生委員制度100年の歴史

明　治 大　正 昭　和

大正5年5月、大正天皇より
御下問を受ける笠井知事
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
っ
て

富
奥
地
区　

高
桑
　
絹
子

　

私
は
、
平
成
二
十
五
年

十
二
月
よ
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
思
え
ば
新
庄
に
転
居

し
、
我
が
子
の
保
育
園
入
園
時
に
民
生
委

員
の
お
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
民
生
委
員
と
の
初
め
て

の
出
逢
い
で
し
た
。

　

三
人
の
子
ど
も
達
が
い
ま
し
た
の
で
、

育
成
委
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
色
々
と
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
十
年
! !

勿
論
、
私
も
「
い
い
年
」
に
な
り
、
子
ど

も
達
の
同
級
生
の
ご
両
親
も
「
い
い
年
」

地
域
と
と
も
に
歩
む
活
動
を

目
指
し
て
！

本
町
地
区　

林
　
　
正
一

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
に
携
わ
り
、
は
や
八

年
目
と
な
り
ま
し
た
。　

　

「
地
域
で
の
福
祉
の
担
い
手
」
の
一
人

と
し
て
、
未
熟
な
私
で
す
が
、
先
輩
方
の

教
え
を
忘
れ
ず
、
清
新
の
気
風
を
失
わ
ず

に
、
日
々
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
に
、
よ
り
一
層
精
励

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
高
齢
者

や
児
童
等
援
助
を
求
め
る
方
々
の
「
実
態

把
握
」
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
課
題
を
捉

え
る
「
相
談
支
援
」
、
一
人
ひ
と
り
の
想

い
に
寄
り
添
う
「
継
続
的
な
見
守
り
や
声

か
け
」
、
ま
た
、
地
域
の
声
を
行
政
機
関

等
に
伝
え
る
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の
「
地
域

に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
」
な
ど
が
望
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
、
地
域
や
学
校
と

の
連
携
を
深
め
、
更
に
研
鑽
を
積
み
、
積

極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

地
域
の
見
守
り郷

地
区　

泉
　
　
栄
太
郎

　

定
年
後
は
、
自
分
の
趣

味
で
あ
る
海
釣
り
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、
そ
の
後
、
地
域
に
何
か
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
気
が
付
け
ば
平
成

二
十
年
十
二
月
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

委
嘱
を
受
け
た
後
、
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
地
域
の
高
齢
者
に
接
し
て
、
見
守
り

活
動
を
し
て
い
く
か
不
安
を
感
じ
な
が
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

当
初
か
ら
、
自
分
は
校
下
の
高
齢
者
や

児
童
に
出
会
っ
た
時
に
は
、
「
お
は
よ

う
」
「
お
か
え
り
」
と
、
声
か
け
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
返
事
の
な
い

児
童
に
は
、
た
ぶ
ん
「
不
審
者
」
と
思
わ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
？
下
校
す
る

一
・
二
年
生
に
「
お
か
え
り
」
と
声
を
か

け
る
と
、
大
き
な
声
で
「
た
だ
い
ま
」
の

返
事
が
返
っ
て
く
る
と
気
持
ち
が
良
い
も

ん
だ
。
ま
た
月
一
回
、
訪
問
す
る
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
宅
で
は
、
玄
関
で
雑
談
を

し
て
帰
る
時
に
「
あ
ん
た
い
つ
も
元
気
や

ね
」
と
か
「
あ
り
が
と
う
」
の
一
声
が

返
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
嬉
し

い
。
民
生
委
員
一
年
目
の
あ
る
夕
方
に
訪

問
す
る
と
「
も
う
少
し
遅
く
に
き
て
欲
し

い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な

か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
至

難
の
わ
ざ
で
す
。

　

急
速
に
進
む
高
齢
社
会
に
、
私
た
ち
民

生
委
員
は
地
域
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
な

い
か
、
情
報
収
集
に
努
め
、
何
か
あ
っ
た

時
に
必
要
な
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
た
め
の

見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

地域福祉推進員との合同研修会（2月22日）

障害者スポーツ交流大会（10月22日）
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お年寄りと子どものフェスティバル2017（9月24日）

お年寄りと子どものフェスティバル2017（9月24日）

地域の見守り向上研修（2月18日）

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
役
を
い
た
だ
い
て
、
少
し

は
”新
庄
“
に
根
付
い
て
こ
れ
た
か
な
と

思
い
ま
す
。
民
生
委
員
と
な
り
五
年
間
、

私
が
常
に
心
掛
け
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
は
「
あ
い
さ
つ
」
で
す
。
あ
い
さ

つ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
明
る
く
」
「
い

つ
で
も
」
「
さ
わ
や
か
に
」
「
続
い
て
」

を
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
「
続
い
て
」
は

相
手
の
方
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
話
を
し
て

お
り
ま
す
。
不
思
議
な
も
の
で
、
私
が
心

を
開
い
て
お
声
を
掛
け
る
と
、
相
手
の
方

も
心
を
開
い
て
下
さ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
対
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
楽
し
み
な
が
ら
、
福
祉
推
進
員
の
お
二

人
の
力
も
お
借
り
し
て
、
私
ら
し
く
地
域

貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に

参
加
し
て主

任
児
童
委
員　

川
畑

　
佳
代
子

　

二
期
目
の
昨
年
九
月
、

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
（
東
日
本
）
に
県
内

十
一
名
の
方
々
と
共
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
講
義
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

分
散
会
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
各
民
児
協
の
地
域
事
情
等
に
よ
る

様
々
な
現
状
が
あ
る
事
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
再
確
認
す
る
事
項
や
、
認
識
を
新
た

に
し
た
り
参
考
と
な
る
事
柄
、
ま
た
雑
然

と
し
た
事
柄
が
整
理
で
き
た
等
々
、
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。

　

家
族
だ
け
で
の
子
育
て
で
は
な
く
、
点

か
ら
線
そ
し
て
面
で
の
支
援
を
通
し
て
家

族
と
共
に
皆
で
子
育
て
に
臨
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
子
ど
も
は
何
か
を
言
っ
て
く

れ
る
訳
で
は
な
い
。
「
見
守
る
眼
・
聴
く

耳
・
支
え
る
手
」
「
日
常
の
声
掛
け
」
が

大
事
で
あ
り
、
そ
の
場
に
主
任
児
童
委
員

が
居
る
地
域
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
「
教
育
の
道
は
、
家
庭
の
教
え

で
芽
を
出
し
、
学
校
の
教
え
で
花
が
咲

き
、
世
間
の
教
え
で
実
が
な
る
」
こ
の
諺

の
如
く
家
庭
と
学
校
は
互
い
に
同
じ
方
向

に
進
み
、
児こ

を
世
間
の
悪
風
習
に
染
め
な

い
為
に
こ
れ
か
ら
の
私
の
主
任
児
童
委
員

活
動
の
糧
と
し
て
、
出
会
い
・
関
わ
り
・

つ
な
ぐ
を
求
め
て
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
実
感
し
た
研
修
会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
気
な
地
域
の
皆
様
に
感
謝

　
押
野
地
区　

西
村

　
友
子

　

押
野
地
区
民
児
協
会
長

さ
ん
か
ら
、
「
今
回
は
ベ

テ
ラ
ン
の
方
で
お
願
い
し

ま
す
」
と
こ
の
原
稿
依
頼
を
受
け
、
書
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
期
三
年
が
五
期

目
に
入
り
十
四
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
は

民
生
委
員
と
は
何
ぞ
や
か
ら
始
ま
り
、
分

か
ら
な
い
、
知
ら
な
い
事
ば
か
り
で
大
変

苦
労
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
方
も
昨
年
初
め
て
見
守
り
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
後
、
お
二
人
も
対
象
に
な
ら

れ
て
今
は
新
鮮
な
気
持
ち
で
接
す
る
事
が

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
卒
園
式
、
小
中
学
校
の
入
学

式
・
卒
業
式
、
運
動
会
等
に
招
待
さ
れ
厳

粛
な
場
に
立
ち
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
感

激
の
シ
ー
ン
を
た
く
さ
ん
目
に
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
市
民
児
協
に
は
、
四
つ
の
福
祉
委

員
会
が
あ
り
、
今
期
は
二
度
目
の
児
童
福

祉
委
員
会
で
勉
強
を
し
て
お
り
ま
す
。
な

か
な
か
見
学
で
き
な
い
施
設
や
講
演
会
等

を
通
し
て
、
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
体
験

で
き
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
で
す
。
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　今回の民児協だよりは、100年の歴史を振り返って見ました。時代に合わせ、また
その時々の社会に合わせ変化してきました。今は高齢化社会と言われていますが、
みんなが健康で元気に年を重ね、それまでの経験を生かしながら社会に参加できる、
その事によって生きがいを持て、また元気になる、そんな社会になるといいなと思っ
ています。いや、まさに今はそんな社会に向けて変わっていく途中なのかもしれま
せん。私たち民生委員・児童委員もその時々の状況に合わせ寄り添っていきたいと
思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （山田京子）

平成30年6月1日 第7号（通巻30号）
編集・発行
野々市市民生委員児童委員協議会
〒921-8815
石川県野々市市本町5丁目18番5号
野々市市社会福祉協議会内
TEL 246-0112/FAX 246-0169

「民生委員児童委員の日」PR　5月12日

※ミニ門松づくり協力　12月25日

※歳末たすけあい施設慰問出発式　12月22日

地域福祉推進員との合同研修会
消費生活講座「落語」　2月22日

※地域の見守り向上研修会　2月18日※地域の見守り向上研修会　2月18日

※ひとり暮らし高齢者等給食サービス
　2月15日 ※暑中見舞いハガキ作り　7月28日

※ひとり暮らし高齢者会食会　10月23日

※赤い羽根共同募金街頭募金　10月1日

平成29年度　総会

※野々市市社会福祉功労表彰式　7月8日 ※お年寄りと子どものフェスティバル2017　9月24日

民児協独自の活動や、行政及び関係機関との協力活動も行っております。

※印は社会福祉協議会主催


